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肺結核患者 二於 ケル白血球數 二就 テ

金 澤 市 若 松 療 養 所

倉 金 五 郎

緒 言

實験方法

本論 ノ要旨ハ第十三 同 日本結 核病學會総會 ニテ演説 セルモ ノナ リ。

白血球算定法 ノ吟味

實験成績

第 一節 健康者 白血球籔

第 二節 封照 ト患者 白血球轍 トノ比較

目

緒

《ユ》前報 告 二之 ラ紹 介 セ ル如 久Tordayノ ・結 核

患 者 ニハ 白血 球 撒 ノ認 ム可 キ攣 化 ナ シ ト云 ヒ、

叉 永井 ハ 白血 球 数 ノ多 寡 ハ疾 病 ノ診 断 豫 後 二何

等 資 スル ニ足 ラズ トi述くごタガ、Grawitz,ApPe1。

baum,Limbeck,Gloる1,Weichsel,Steffen,

Dicastello,横 井 、 大 關、栗谷 川 等(1)ハ病 歌 ノ期

二慮 ジテ白血 球 婁妙曾加 シ、 殊 二著 シキ増 加 ハ ソ

ノ豫後 不 良 ナ ル ヲ 示 ス モ ノデ ァ ル ト云 ツテ居

ル。余 モ亦 第12同 結 核 病 學 會 ニ テ結 核 患 者 二

於 ケル検 血 成 績 テ纏 メ、之 ラ褒 表(血 液 像 ヨ リ槻

タル肺 結核 二就 テ)(1)シ タル ニ、大 艦 後 読 二質 同

シ得 ベ キ結 果 テ得 タ レ ドモ、 ソ ノ封 照 ト比 較 シ

テ明 カ ニ白血 球 檜 加 ヲ認 メ得 タル モ ノハ全 例 ノ

僅 二28%二 止 マ リ、 之 ヲ以 テ 肺 結 核 症 二於 ケ

ル 白血 球 ノ重 大 意 義 テ認 メ ン トスル ニハ絵 リニ

数 二於 テ縁 ル所 ガ紗 カ ツタ。

併 シ吾 々 ハ此 結 果 ラ以 テ直 二肺 結 核 患 者 二於 ケ

ル事實 ト速 断 シテハ ナ ラ ナ イ。 上 記 ノ成績 ハ 輩

二1mm李 方 計算 室 ラ使 用 シ、 唯 念 ノ爲 二讃 ミ

テ23同 繰返 シ、 ソ ノ李均 値 ラ探 ツ テ足 レ リ ト

次

第三鮪 患者白血球籔 ノ動揺 ト病型 二就 テ

第四節 合併症 ト白血球籔 トニ就 テ

第五節 白血球鍛 ト豫後

第六節 患者白血球敷 ト核分葉数 トノ關係

結 論

圭要女献

言

シタノ デ アル ガ、 此 白 血球 ノ算 定 方 法 ラ更 二改

良 シテ患 者禮 内 二於 ケル事 實 ノ吟 味 ラナ ス可 キ

コ トモ取 遺 サ レタ問題 デ アル。 勿 論 白血 球 計 算

二俘 フ誤 差 ノ根 源 ハ軍 二之 ノ ミニ依 ラ ナ ィ。 探

血 箇 所 ノ選 揮 、探 血 ノ正 確 等 々 ニモ挨 ツ可 キ ハ

喋 々 ラ要 シナ イ。併 シ乍 ラ既 二讃 ミ ノ際 二非 常

二大 ナル過 誤 ラ俘 フモ ノデ アル コ トハ最 近 ニ モ

金 澤 醤科 大 學 杉 山 病 理 學教 室宮 村 氏(2)ニ ヨル精

細 ナル研 究 獲 表 ガ ア リ、 臨 林 二於 テ モ既 二古 ク

Tifrk氏(3)等 ノ注 意 深 キ臨躰 家 ニ ヨ リテー・ne二

指 摘 セ ラ レテ居 ル事 實 デ アツ タ.計 算 室 モ斯 ク

ノ如 キ必 要 カ ラ漸次 改 良登 展 ノ途 ラ辿 リ、最 近

ノ・Brandt(4'ノ 如 キ逡 ニー 計 算 板 上 二3粍 李 方

計算 室 四面 テ設 ケ タル モ ノ ラ考 案 議 費 ス ル ニ至

ツ タ。

其 塵 デ余 ハ本 報 告 二於 テ、 然 ラバ ヨ リ多 ク吟 味

セ ラ レタ ル算 定 法 ガ、 肺 結 核 症 二於 ケ ル 白血球

籔 ノ臨 躰 的 意義 テ何 塵 マ デ鮮 明 ナ ラシム ル カ ト

云 フ事 二就 テ次 ノ研 究 テ行 ツ タ。
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賓験方法

検査材料。封照ニハ金澤市若松療養所 ノ職員、

看護婦、使丁等 ノ中 ヨリ臨沐上健康 ト認 メタモ

ノヲ選 ビ、患者ハ同所入所治療中ノ肺結核患者

ラ以テ之二宛 テタ。

瓶 蜘 拉二儲 共二早朝室麟 麟 藤

駒 二法ノ嫉 耳雑 シクハ肘諏 ヨリ探
血 シタ.肘 静脈 ヨ リセル場 合 ハ直 チニ清潔 ナル

容 器 二之 テ入 レ、 迅 速 二 「ピペッ5」 ニ テ吸 ヒ上

ゲ タ.叉 婦 入 二在 ツ テハ月経 ノ前 後 テ避 ケ、.特

二健 康 被 検 者 二於 テ風 邪 等 ニ ヨル 些 カ ノ違 和 ラ

モ除 外 シタ。

白 血球 撒 算 定。 白血 球 撒 算 定 ニハBifrker氏 ノ

計 算器 テ以 テ シ、 血 球 稀 鐸 液 ノ振 盈 テ繰 返 シテ

計 算 板 ノ3粍 李 方劃 面 上 ノ白 血球 全 薮4同 ノ読

ミテ行 ツ タ。

塗 抹 標 本 ノ作 製 テ同 時 二行 ツタ揚 合 ガ ア孕。乃

チ静脈 ヨ リ探 血 ヲ行 ヒタル揚 合 二當 ツテ之 テ載

物 硝 子 二塗 抹 シ、May-Giemsa氏 液 ラ用 ヒテ染

色 テ行 フ。

成 績 ノ慮 理 。 統 計 學 的 ノ便宜 ヒノ慮 理 テ行 ヒ,

患 者 成 績 テ健 康 封 照例 ノ夫 ト比較 吟 味 シ、 更 二

患 者 二就 テ病 歌 ノ分類 テ行 ツ テ之 ガ白血球 撒 ト

ノ關 係 テ 明 カ ニ セ ン ト試 ミタル コ トハ前 報 「血

液像 ヨ リ観 タル肺 結 核 二就 テ」二於 テ述 ベ タル

ト同様 デ アル。

白血球算定法ノ吟味

實 験 、 一 健 康 人 ノ耳 朶 テ傷 ケ テ送 出 ス ル血 液 ノ

1滴 テ内容25立 方 粍 ノ「ピペ.ト 」ニ ヨ ソ劃 度 迄

吸 上 ゲ、 豫 メ チ 蕊ル ク氏液47δ 立 方 粍 テ容 レ タ

圓 形 「コル 凄 ン」内 二 吹 入 レテ雨 者 テ混 和 セ シム

ル コ ト宛 モ ビル ケル氏 ノ提 案 セ ル方 法 ノ如 クス

ノレo

第1表

次 二各 面 毎 二 「コル ベ ン」内容 テ ヨ ク振 盈 混和 シ

テ、 毛 細 管 「ピペ.ト 」テ介 シテ、3粍 軍 方 計算 室

二 移 シ、 目盛板 上 ノ全 白血 球 撒 ラ談 ム コ ト100

同 二及 ンダ。

次 ノ表 ハ夫 々 ノ條 件 二於 ケ ル白 血球 撒 ノ誤 差範

園 テ測 定 シタモ ノデ アル。

白血球 籔計算 二關ス,レ實験誤差

讐難鑛髭 蕊 高 難 塞灘 ビ其諺難 ビ/畷
中央1粍 李方計・{
算室内白血球徽

23.42±0.355 37-9 5.267±0.25122.50±1.111 100i
一一

2
3粍雫方計算室
内白血球徽

一 一→ 一一__

215.8十1」89一 265-170 17.64±0。S418.17±0昏391
…

100

31 皇舗 講叢 431.4十2.152一 475-385 22.56±1.5225.22±0、353 :5・

4i茜 甑 召灘 862.2±4.24 921-777 31.38±2。983.63±0.345
125

5騰 縮講 10S4.S±4、47 1127-100ヱ 29.69±3.1662.74±0。292
12・

乃 チ此表二就 テ見ルニ

1.中 央1粍 軍方計算室内ノ血球撒 テ讃 ム場合

ヨリモ、

2.3粍 李方計算室内白血球全薮 テ1同 讃ム方

ガ勿言髄 カニ誤差齢 ク、更 二

3.3粍 李方計算室内白血球全籔 テ1同 ヨリモ

2同 、3回 、4回 ト激 ヘ ル方 ガ次 第 二良 キ結 果

ラ得 ル コ トテ知 ル ノデ アル。

余 等 ハ假 リニ全 試 験 テ通 シテ3粍 李方 計 算室 内

白血 球 全 籔 ラ4同 忠 實 二繰 返 シ讃 ム ノ方 法 テ探

ツ タ。 夫 ニ シテ モ前 表 二見 ル通 リ得 タル値 ラ中

心 二±13%(或 ハ今 少 シ寡 イカ モ知 レナ ィ裁
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ソ ノ確 定 ハ 今鰯 レナ ィ〉ノ間 ハ槍 減 ノ確 實 サ テ

云 々 シ得 ナ ィ ノ デ アル。 愈 ≧探 血 二當 ツ テ更 二

多少 ノ誤 リラ來 ス恐 レガ存 ス ル カ ラ未 ダ未 グ正

確 ノ極 二達 シタ モ ノ ト云 フ コ トラ得 ナ ィ。 ガ兎

角 夫 程 吟 味 ス レバ 幾分 トモ生 饅 内事實 二愈 為近

付 キ得 ル コ トテ多 トシナ ケ レバ ナ ラナ ィ.

實験成績

被 検 症例 疾 病 駄 態 ノ簡 輩 ナ ル紹介 蛇 ニ ソ ノ白血

球 撒 二關 スル成 績 ハ扇 括 シ テ 末 篇 ノ終 リニ掲

ゲ、 其 ノ説 明 二便 ナ ラ ンガ爲 メニ次 ノ如 ク節 ラ

別 ツテ内 容 ラ検 討 スル。

第 一 節 健 康 者 白血 球 教

著者 ノ前 述 ノ方 法 テ 以 テ算 定 セル健 康40例 ノ

成績 ハ第9表 二示 シ タ如 ク4.500-9.200デ ァ

ツ テ、Blumenfeld(4。OeO-10.OOO>、Arneth

(5。000-・10.000>、Schnorrenberg(4・OOO-10.

000)、Glo61(4.000-10・000)、Eicke(4.000--

10・000)、Gutzeit(4・OOO--10.000>等(1}参 照 ノ

成績 ト大 差 ナ キ ガ如 クナ レ ドモ、 仔 細 二吟 味 ス

レバ僅 少 ナ リ ト難iモ、 ソノ正 常 範 園 テ ヨ リ狭 メ

ル コ トテ得 テ居 ル。 ソ ノ算 術 李 均 値 ハ6.880デ

アツ テ、 前 同 ノ粗 ナル算 定法 二於 ケ ル成績 、最

大 最小4・OOO-10.200、 軍 均 値7・070二 比 較 ス

ル ニ、ZF均 値 二於 テハ何 等 ノ差 異 ラ見 出 サ ナ ィ

ガ、攣 化 係 撒 二於 テ僅 少 ノ縮 小 ラ明 カ ニ シテ居

ル(第2表 参 照)。

第2表 健 康者及 患者 白血球籔 ノ度 鍛分布

白
血
球
敬(

千軍位)

本 年 度 昨 年 度

健
康
者

患

者

健
康
者

患

者

% 1 1

22

21 1

20 1

19

一一

18 5 1

17 1

16 3 1

15 8 1

14 5 2

13 11 3

12
昏

8 9

11
t

17 9

10 15 4 14

9 3 11 1 13

8 8 14 5 15

7 14 13 5 18

6 11 8 6 5

5 4 2 1 9

4 3 4

3

2

1

合 計 40 122 24 108

統

計

値
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第 二 節 樹 照 ト患渚 白 血 球

歎 ト ノ 比 較

肺 結核 患 者122例 ニ ヨ ツテ得 タ成績 ハ 同 ジク第

10表 二示 シ タ 如 クデ アツ テ、 ソ ノ白血 球 撒 ハ

5・300-22・900、 算 術 李均 値10.690ニ シテ、 封

照 ノ6.950ヨ リ遙 カニ大 ナ ル値 ヲ示 シタル コ ト

ハ 何 等 前 同 二攣 リガ ナ ィ.然 モ前 同 二於 テハ封

照 二比 シ明 カニ 白血 球 過 多 テ示 セル モ ノ僅 カニ

28%二 過 ギ ナ カ ツ タニ不 拘 、 今 同 ノ試験 二於 テ

ハ實 二被 検 患 者 全 例 ノ60・7%ガ 明 カ ニ 白血 球

過 多 テ示 シテ居 ル コ トガ知 ラレ タ ノデ アル。 此

塵 二於 テ或 ハ更 二精 密 ナル検 査 テ行 フナ ラバ此

百 分 率 ハ今 少 シ増 大 スル可 能 性 アル コ トガ想像

セ ラ レル。 併 シ之 ニハ 限度 ガ ア ツテ個 入 二於 ケ

ル健 康 時 ノ白血球 数 ハ 必 ズ シモ何 レモ同 一 デ ナ

イ虜 カ ラ、 宛 モ 白血球 過 多 ガナ イヤ ウニ見 エ テ
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居 テ、案外當該個人ニ トツテハ白血球過多 デア

ツタリスルコトガ有得 ルノデアル。從 テ吾々ハ

此種 ノ研 究テ押籏メテ結核患者 ノ全例 二百%ノ

白血球増加成績 ヲ塞 グルコ トハ至難 デアルガ、

以上 ノ撒字テ得 レバ略 ≧肺結核患者 ノ中等症以

上 ノモノニ於 テ殆 ンド恒 二白血球過多 ノ存スル

コ トハ認 メテモ宜 イヤウニ思バレル。唯 ソノ検

出傘ハ以上 ノ方法二於テ60・66%デ アル コトハ

診噺上二記憶 ス可キデアルノデアル。(第2表

参照)

第三 節 患者 自血球 敷 ノ動 揺 ト

病型 二就 テ

白血球撒増多症 ト病型 トニ關 シテ前向 二於 テ

第3表

(拙著 「血 液像 ヨ9観 タル肺 結 核 二就 テ 」参 照)病

竈 ノ廣 汎 ナ レバ ナル程 、 増 殖 型 白 リ滲 出型 ド 好

轄 ヨリ停 止性 、 停 止 ヨ リ進 行 性 二於 テ盆彗 白血

球 増 多 ノ大 ナル傾 向 ア ル コ ト ラ述 ベ タ ノ デ ァ

ル。 今 同 ノ成 績 第3表 ヨ リス ル モ此 ノ關係 ハ不

漿 ナ ノデ ア ツ テ唯 一・層 前 記 關 係 ガ鮮 明 ナル コ ト

テ知 ウ得 ラ レル。殊 二滲 出 性 墜 化 嘉俘 フ テ白血

球 増 多 ノ出 現 ス ル コ トバ 理 ノ當然 ナル虎 ナ ラ ン

モ、 余 バー 歩 テ進 メテ白 血球 増 多 ガ認 メ ラル レ

バ、 一般 二 内部 二於 ケル滲 出性 攣 化 ノ存 在蚊 ニ

ソ ノ程度 テ示 スベ キ必 然 ノ謹 左 テ得 ラル ・コ ト

テ彊 調 シタ イ ノデ アル。.

白血球 鍛 ノ動 揺 ト病勢 トノ關係

白血球籔 病
患者全例(

千軍位)増

型 病 竈 ノ 大 サ 縛 蹄

刷 滲 出 ・ ∬ 皿 好 轄 停 止 匪 行 .
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で第 四 節 合 併 症 ト白 血 球 敷

ト ニ 就 テ

被検 例 中 二肺 結 核 症 二必 然 的 二合併 シテ來 リシ

諸種 ノ障碍 テ認 メル。 夫 ハ第4表 二示 ス通 リデ

アツ テ、122例 中39例(表 中 ノ撒 字 ガ39テ 稽 丸

超 エル ノハ1人 デ同時 二2ツ 以 上 ノ合併 症 テ有

スル モ ノガ ア ツ タカ ラ デ アル)、表 ニハ 各症 二分

ツテ例 撒 ト白血 球 数 トヲ示 シ テ居 ル。余 ハ肺 結

核 症 二見 ラ レタ白血 球 檜 加 ガ是 等 ノ合併 症 ノ結

果 ナ ラザ ル ヤ テ憂 ヒタ ノデ アル ガ、 之 二依 ツ テ

ソ ノ當 ラザ ル コ トテ知 リ得 ル ノデ アル。先 ヅ被

検 例 中 明 カ ニ合併 症 テ 認 メ得 タモ ノハ31.9%

ノ比 較 的 少数 デ アツ タ。 叉 各 症 二於 テ該 症 ト白

血 球 ノ異 常檜 加 ト必 登 的 二相 俘 ツ タモ ノテ見 ナ

イ。 白血 球 檜 加 ノ認 メ ラル ・モ ノモ ア レバ、 叉

正 常 ノモ ノモ アル。 例 数 ノ少 撒 デ アル ガ故 二正

確 ナ コ トハ云 ヒ難 イガ、 表 二於 ケ ル各 行 二夫 程

明 カニー般 肺 結 核 症 ノ分 布 度 ト差 隔 スル モ ノテ

認 メナ ィ ノデ アル。

第4表 白血球籔 ト合併症

痔

痩

腸

結

核

腹

膜

炎

灘融

難

頸部

淋
巴
腺
炎

喉
頭

結
核

ξ

脊ガ 關

呈

椎ご

節

炎

脚

氣

糖

尿

病

主
指
腸
轟
病　 露

1
一 一 三

221

}

一

}21
一

20
一 一

19
一

一

一

幽 階

18 1
一一

1

一 1
} 『

1

17
㎝

一

一
1一 =16 1 1
一

15 1 1 2
一

14 1…
2

一

一

一 一
一

}

一
213

　 一

一
㎜ 一 一

12 2

一 一
1

一

一
1113 1 1 1 1

10 i。

L二
2 1 1 1 1

9 1 辱

8 1 1

7 1 1 1 1

6 1 2

然 シ乍 ラ余 ハ以 上 ノ ミラ以 テ認 メ ラ レタ ル 白血

球 増 加 ハ掲 リ肺結 核 症 二因 スル モ ノ ト断 言 スル

モ ノ デハ ナ ィ。合 併 症 中肺 結 核 症 ノ白血球 過 多

テ打 滑 スヤ ウ ナ有力 ナ モ ノラ登 見 シ難 イ コ トヲ

圭張 セ ン トスル モ ノデ アル。 而 シ テ重 症 トナ ル

ニ於 テ肺 部 所 見 ノ進 展 スル ト共 二合 併 症 登 生 ノ

頻 度 モ多 クナ リ、 ソノ合併 症 ガ ヨ リ多 ク白 血球

過 多 ラ誘 褒 スル ヤ否 ヤハ容 易 二關 明 スル コ トテ

許 サ ナ イ歌 況 トナ ル。

1第 五 節 白血 球 歎 ト豫 後
=被検122例 中検 査 後 死 ノ轄 蹄 テ 探 ッ タモ ノ26

例 テ算 スル。 中突 然 的 事 故 例 ヘ バ急 二大 量 ノ

喀 血、 氣 胸 形 成 、腸 穿 孔 等 ニ ヨ リ死 亡 セル モ ノ

テ認 メナ カ ツ タ。今 斯 ク ノ如 ク豫 後 不 良 ナ リ シ

モ ノ ト、 其 ノ白血 球撒 トノ間 二 直接 認 メ ラル ベ

キ寝接+ル 關 係 テ 求 メ ン トテ次 ノ表 テ 作 製 シ

タ。 之 二依 ッテ見 ル ニ、死 亡 者 ハ矢 張 リ殆 ン ド

白血球 過 多 テ認 メ タル モ ノニ於 テ存 セ ル ガ如 キ

結 果 テ得 タ。 然 シナ ガ ラ之 ハ縄 封 的 ノモ ノデ ナ

ク、 白血 球 過 多 ノ絵 リ著 明 ナ ラザル

モ ノニモ、勿 論 死 亡者 ヲ出 シテ居 ル、

(全例 中2例)勿 論 是 等 ノモ ノモ亦死

ノ直 前 ハ 如何 ナ リシ ヤハ検 索 ス ベ キ

事 項 ナ ラ ンモ、 余 ノ研 究 二於 テ ハ之

テ明 カ ニ シテ居 ナ イ。 唯 斯 カル2例'

中1例 ハ ソ ノ後 謄 膜 炎 ラ來 セ ル モ ノ

デ、 之 モ突 然 ノ事 故 ノ中 二入 ル レバ

入 レ得 ル モ ノデ ア ツ タ。(第5表 参

照)

然 ラバ白血 球 過 多症 ノ著 シ キ モ ノ

程 、 豫 後 不 良 ナ リヤ ト云 フニ、 先 ヅ

之 テ検 査 セル ヨ リ死 亡 マ デ ノ日数 二

就 テ見 ル ニ、 其 塵 二何 等 ノ規 則 テモ

登 見 シ得 ナ ィ。之 ハ前 報 二於 テ15000

以 上 ノ白血球 過 多 テ示 セル患 者 ガ、

ヤ ガ テ洩 レナ ク死 ノ轄 蹄 テ探 リ シコ

・ ト ・封 照 シテ、 梢 丸矛 盾 セル如 キ所

見 デ アル ガ、 本 報 二於 テ15000以 上

ノ白血 球 過 多 テ示 シナ ガ ラ未 グ死 亡
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第5表 死亡患者 トソノ白血球数
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撒

署

ロμ血
過検経

劒尿糖独

認瀞23 畢

潴㎜
23口。999

"87

茄茄斑
28

珈囎鉱'1認風18

08撮溶30

14

麹膜朧躍

例

鍛死亡者
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検
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計合
セザルモノト難 モ現在 二於 テ或ハ死二瀕 セルモ

アリ、叉症歌 ヨリ見 テ早晩同檬 ノ蓮命 テ恐 ラク

辿ルモ ノニシテ、甚 ダシキ白血球過多ガ死 ノ前

嘔 タル原則ハ矢張 リ保 タルモ ノ・檬二信ぜラレ

ル。死亡迄 ノ日撒 ト白血球過多 ノ大小 トガ斯 ク

李行 シナイ丈 ノコトデアル。余ガ前年 コノ事ラ

報告 シタル ト同時二宿題報告旛當者勝沼教授{5}

モコノ事 二言及 セラレタ。

第六 節 患者 白血 球敷 ト核分 葉

歎 トノ關係

余 ノ肺結核患者二於 ケル核左方移動成績 二就 テ

ハs既 二前報 「血液嫁 ヨリ観タル肺結核二就テ」

二於テー磨之テ述べタ。余ハ本節 二於 テ白血球

撒 テ梢 ≧精密二算定セル患者 二就 テ同時 二核 ノ

左方移動 テ検 セルモノアルテ以 テ、今此 ノ雨者

ノ間二何等 カノ關係 ヲ知 ラント欲 シ、次 ノ如 キ

相關表テ作 ッテ見タガ、期得 ス可 キ密接ナル關

係ハ之テ見出 シ得 ナイヤウデアル.但 シ之 ラ更

第6表 男女 患者 二於 ケル白血球数 ト

核分葉鍛 トノ相關關係

李核
均分
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第7表 男子患者 二於 ケ ル白血球籔 ト

核分葉籔 トノ相關關係
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21

一

一

一

コニ
22

一 一

23 11

第8表 女子患者 二於 ケル白血球藪 ト

核分葉鍛 トノ相關關係
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工
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コ5

二男 女 別 二見 ル時 ハ女 子 二於 テ雨 者 ノ間 二稽 ≧

如何 ニモ逆 相 關 ノ成 立 テ物 語 ル ガ如 キ傾 向多 分

二存 スル テ看 取 シ得 ル.例 テ多 ク探 ツ テ決 定 入

ル要 ラ認 メル。 斯 ノ如 キ コ トハ男 女 ノ受 感 性 ノ

相 違 二有 力 ナ ル基 本 材料 テ提 供 スル デ ア ラウ.

(第6ζ7、8表 参 照)

(第8表 二關 ス ル相 關 係 撒 値 算 定 ノ 結 果 ハ満 足

ス可 キ相 關 存 在 ノ謹 明 テ與 ヘ ナ ィガ、 余 ハ圖 形

ヨ リシテ將 來種 々 ナル實 験 誤 差 ノ除 外 セ ラ レ、

甚 シク例 外 二屡 スル ガ如 キモ ノ ガ ソ ノ何 ニ ヨル

カ テ明 カ ニ セ ラ レタル 時 上 述 ノ如 キ密 接 ナ ル關

係 ガ必 ズ ヤ存 ス ル モ ノデ アル ヤ ウニ現 在 信 ジ テ

居 ル).

結

1。 吟 味 セ ラ レタ ル方 法 テ以 テ シ、 肺 結 核 患 者

ノ多撒 二於 テ(60%)明 カ ナ ル白血 球 過 多 テ謹 シ

得 タ。 最 モ被 検例 ニ ハ中等 症 以 上 ノモ ノガ多 カ

ッタガ、 一般 二輕症 ナル モ ノハ斯 ル所 見 テ見 ル

コ トナ ク、 以 テ 白血 球 籔 ノ診 断 的 償 値 愈 支切 ナ

ル テ知 ル。

1.肺 結 核 患者 二於 ケ ル白血 球 籔 増 加 ハ増 殖 型

二於 ケ ル ヨ リ滲 出型 二於 テ遙 カニ屡 、高 度 二謹

明 セ ラ レ、 叉病 竈 ノ廣 汎 ナ ル程 、 又 経 過 不 良 ナ

ル ニ於 テ愈 気甚 ダ シイ増 加 テ見 ル。・原 則 的 二滲

出姓攣 化 ノ存 在拉 ニ ソノ度 合 ハ或 程 度 迄 白血球

激 二忠實 二 反 映 スル モ ノデ アル コ トテ唱 ヘ タ

イ。勿 論 以 上 ノ所 見 テ得 ル ニ當 ツ テ合 併 症 トノ

關 係 二就 テ モ吟 味 テ行 ツ タ.

1.前 報 二於 テ 白血球 檜 加 ハ最 モ著 明 二 中性 多

核 ノ檜加 ニ ヨル モ ノデ アル コ トテ明 カ ニ シ タ

ガ、 本報 二於 テハ、 ヨ リ正 確 二算 定 セル 白血 球

全 撒 ト中性 多 核 李 均 核 分 葉激 トノ相 關 テ検 討 シ

テ見 タ。一 般 ニ ハ著 明 ノ相 關 ガ認 メ ラ レナ ィガ、

女 子 二於 テ雨 者 ノ間 二些 力逆 相 關 ノ明瞭 ナル モ

論

ノ ヲ得 ラル ・ガ如 キ傾 向 テ認 メル。 疾 病 二封 ス

ル男 女 受 感 性 ノ相 違 二依 ル モ ノナ ラ ンカ、 向後

ノ研 究 ヲ必 要 トス ル。

欄 筆 ス ル ニ臨 ミテ終 始御 懇篤 ナ ル御 指 導 蛇 二御

校 閲 ノ勢 ラ賜 ハ リ シ、所 長 日置 博 士 二封 シ謹 ミ

テ謝 意ヲ 表 ス。 併 セ テ上坂 學 兄 ノ臨 林 的 御 助 言

二封 シ深 謝 ス。

第9表 健康男女 白血球籔

検査月 日騰蹴 年齢 白血球撒
(千軍位)

13/IX 1 舎 43 9.0

,, 2 ,, 35 8.8

14/1X 3 ,, 34 6.8

,舞 4 ,, 49 7.0

15/1X 5 ♀ 28 6.2

16/1X 6 ,腰 41 6.9

,, 7 ,, 22 8.0

1711X 8 妻, 23 6.3

,, 9 夢, 31 6.0

18/1X 10 ,, 28 8.1

18/1X 11 ,, 27 6.8

19/IX 12 3P 35 6.8
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2011X

21/IX
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2611X

,,

31X
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51X

6!x

9!x
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㎜16
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♂

含

一♀

7

9

2

0

2

0

1

8

9

8

6

3

9

7

3

磐

6

6

6

6

2

6

4

5

6

2

5

6

硫
17/X

19!X

21/X

261X

9/XI

13/XI

15/XI

18!XI

1/XII

27

28

29

30

31

32

33-

34

35

36

帥

38

39

40

歪

一皐

一舎

一♀

含

53

一63

【
36

【
40

一
35

[26

一
28

【55

一56

40

40

63

59

弗

73

81

52

56

92

第10表 患者男女 二於ケ ル白血球 敷 トソノ症候

黄

検査 刀 日
1934年

検査
番號 性 年齢

白血
球撒
千軍位

中性多核
白血球
李均核
分葉籔

臨 肱 所 見 合 併 症

281V皿 1 ♂
一

皇,

一

嚢蓼

一

鱒

一

,,

一

,,

18

23

-

17

-

15

-

17

6.7 2.50 右側下葉 ノ領域 二於 ヶル停止性硬化性開
放性結核

,, 2 7.8 2.01 空洞 形成 ヲ有 スル右側全葉 ノ領域 二於ケ
ル停止性 硬化性 開放 性結核

5/IX 3 1.73 右側全葉及左側上葉ノ領域二於ケル進行
性肺炎性開放性結核

痩 痙

,, 4 9.8 2.23 左右雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎
性開放性結核 腎臓炎

7/IX 5 14.6 2.02 右側全葉及左側上葉ノ領域二於ケル進行
性肺炎性開放性結核

療 疲

,, 6 15

-

19

-

22

-

20

-

26

-

17

-

22

-

18

-

23

-

28

-

32

12.4 2.25 左右雨側全葉 ノ領域 二於ケ ル1進行性肺 炎
性開放 性結 核

腎臓炎

811X 7 ,,

一

,,

一

♀
一

,,

一

,,

一

,,

一

,,

一

♂

10.6 1.93 空洞形成 ヲ有 スル左 右雨側 ノ領域 二於 ケ
ル進行性肺炎性開放 性結核 一

け 8 16.0 2.29 空洞 形成 ヲ有 ス,レ左右雨側 ノ領域 二於 ケ
ル進行性肺炎性開放性結核

1111X 9 9.6 2.20 左側全葉 ノ領域 二於 ケル停止性肺炎性開魯

放性結核 腹膜炎

,, 10 8.8 2.20 左側全葉及右側上葉ノ領域二於ヶル停止
性硬化性開放性結核

151X 11 9.8 2.12 左右雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎
性開放性結核

痔 擁

,撃 12 11.1 2.00

}

左右雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎
性開放性結核

17/X 13 11.2 2.12 空洞形成ヲ有スル左右雨側全葉ノ領域二
於ケル進行性肺炎性開放性結核

191X 14 17.6 2.51 左右雨側全葉ノ領域二於クル進行性肺炎
性開放性結核

腸結核
⊥
結核性腎臓炎、脚
氣

211X 15 ,, 11.0 2.03 空洞形成ヲ有スル左右雨側ノ領域二於ケ
ル進行性肺炎性開放性結核 喉頭結核

221X 16 ◎嚢 14.1 L93 左右雨側全葉ノ領域二於ケル逡行性肺炎
性開放性結核

痔 痩
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22/X

30/X

,,

1/XI

,,

3!X1

,,

41XI

轡,

5/XI

,,

9/XI

10/XI

,,

18/XI

19/XI

,,

21/XI

β,

221XI

251XI

261XI

,,

28/XI

,,

301XI

,,

倉金=肺 結核患者 二於 ケル白血球 轍 二就 テ

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

♀

一
舎

,,

⊥
,,

23

}
23

37

「

52

4
ム

ー

2

9
創

18

22

22

30

%

24

17

♀

歪

99

二

舎

28

一

27

25

一

20

21

39

鉤

羽

錫

%

鉤

留

%

∬

二

舎

[
二

と

三

"

♀

丁

5.8

9.8

22。9

6。5

11.2

11。1

12.8

18.0

9.5

11。1

7.8

13.1

11.4

14。8

12.0

7.4

15.3

8。1

5.4

10.5

5.9

8.2

12。7

9.1

11.8

12。9

12.5

1.88

2.17

2.33

2.91

2.27

1.96

2.37

2.00

2。08

2.38

2.37

2.38

1.88

2.牙7

2.32

2.41

2.39

2.91

2.73

2.14

2.48

2.16

2.28

2.05

1。86

2。oo

1.67

空洞形成 ヲ有 スル右側全葉 ノ領域 二於 ケ
♪レ停止性硬化性開放性結核

空洞形成 ヲ有スル左側全葉 ノ領域 二於 ケ
ル進行性肺炎性 開放性結核

空洞形成 ヲ有 スノレ左側上葉及右側全葉 ノ
領城 二於 ケ,レ進行性肺炎性開放 性結核

左右 雨側全葉 ノ領域 二於 ケル停止性硬化

性 開放性結核

空洞形 成 ヲ有 ヌル右側全葉及左側上葉 ノ
領域 二於 ケル進行性肺炎性開放性結核

左右 雨側全葉 ノ領域 二於 ケル進行性肺 炎
性 開放性結核

左右雨側全葉 ノ領域 二於 ケル進行 性肺炎
性開放性結核

左右雨側全葉 ノ領域 二於 ケル進行性肺 炎
性 開放性結核

左側全葉及右側肺門部 ノ領域 二於 ケ ル停
止性硬化性開放 性結核

空洞形成 ヲ有 ス・レ左右雨側全葉 ノ領域 二
於 ケル進行性肺炎性 開放性結核

左側上葉及右側肺門部 ノ領域 二於 ケル停
止性硬化性閉鎮性結核

左側全葉 ノ領域 二於 ケル停止性肺炎性 開放
性結核

右側上葉 ノ領域 二於 ケル進行性肺炎性 開
放性結核

空洞形成 ヲ有スル左右雨側全葉 ノ領域 二
於ケル進行性肺 炎性 開放性結核

右側全葉及左側 上葉 ノ領域 二於 ケル停止
性肺炎性開放性結核

空洞形成 ヲ有 スル左側全葉 ノ領域 二於 ク
ル停止性肺炎性 開放性結核

空洞形成 ヲ有スル左側全葉 ノ領域 二於 ケ
ル進行性肺炎性開放性結核

空洞形成 ヲ有スル右側全葉 ノ領域 二於 ケ
ル停止性硬化性 開放性結核

右側上葉 ノ領域 二於 ケル停止性硬化性 閉
鎮性結核

左側全葉 ノ領域 二於 クル停止性肺炎性開
放性結核

左側下葉 ノ領域 二於 ケル潜伏 二傾 ケル閉
鎮性結核

空洞形成 ヲ有。スノレ左側上葉 ノ領域 二於 ケ
ノレ停 止性硬化性 開放性結核

左側全葉 及右側全葉 ノ領域 二於 ケル進行

性肺炎性開放性結核

左右雨側全葉 ノ領域 二於 ケル停止性硬化性
開放性結核

左右雨側全葉 ノ領域 二於 ケル進行 性肺 炎

性開放 性結核 ・

左右雨側全葉 ノ領域 二於 ク,レ進行性肺炎

性開放 性結核

左右爾 側全葉 ノ領城 二於 ケ愛レ進行性肺炎
性開放性結核

917

糖尿病

痔 痩

痔痩,腹 膜炎、喉
頭結核、腎臓炎

痔 痩

痔 痩

腹膜炎

冒__一

一一

一

痔 痩
㎜}



糊

F

1/X∬

2711

,,

,,

一 ㎜

,嚢

,,

夢,

凶

牽

{

L

ヌ圃

ー

妻

…

…

準

ー

…

ーノ

ー婁

εー

⊆

¥
暑

弓

シ～ら事ー少む毛

け

,,

28/1

,,

,,

,,

,,

,,

-

30!1

3,

,,

,,

,,

,,

3111

,,

,,

,,

,,

,,

倉金舘肺結核 患者 二於ケル白血球藪 二就 テ 【第13巻

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

舎

二

二

⊥

二

二
3s

二

⊥

二

よ

23

一
%

}
謎

一
46

一
羽

㎜
19

一
50

一
36

24

【
28

【

39

一
盤

一
24

一
%

2

9

7

1

7

0

2

2

2

3

2

2

91"

61♀

二

⊥

二

留

一
27

一
26

一
瓢

　
%

5.5

7.2

12.5

8.9

8。9

6.3

11。1

7.0

7.8

10.5

7。6

14。3

5.3

6.9

9.3

8.8

6.6

5.7

11.8

13.7

11.1

6。3

17.5

10.1

17。7

14.5

10.0

2.31 右側上葉ノ領域二於ケル停止性硬化性閉
鎖性結核

右側全葉及左側全葉ノ領域二於ケル停止
性開放性結核

左側全葉及右側全葉ノ領域二於ケル進行
性肺炎性開放性結核

左側全葉及右側上葉ノ領域二於ケル停止
性硬化性開赦性結核

右側全葉及左側上葉ノ領域二於ケル停止
性肺炎性開放姓結核

左右 雨側肺門 腺 ノ領域 二於 ケル潜伏 二傾
クル閉鎮性結核

空洞形成 ヲ有 スル左側全葉及右側上中葉
ノ領域 二於 ケル停止性硬化性結核

右側上葉及雨側肺門腺ノ領域二於ケル潜伏
傾向閉鎖性結核

右 側上葉及雨側肺門腺 ノ領域 二於 クル漕

伏 二傾 ケル閉銀性結核

右側全葉及左側肺門腺ノ領域二於クル停
止性硬化性開放性結核

左右雨側全葉ノ領域二於ケル停止性硬化
性開放性結核

左右雨側上葉ノ領域二於ケル停止性肺炎
性開放性結核

右側上葉及左側肺門腺ノ領域二於ケル停
止性硬化性閉鎮性結核

右側上葉ノ領域二於ケル停止性硬化性閉
鎮性結核

雨側肺門部ノ領域二於ケル停止性硬化性
閉鎮性結核

左右雨側肺門腺 ノ領域 二於 ケル潜 伏二傾
ケァレ閉鎮性結核

左側全葉及右側肺門部ノ領城ユ於ケル停
止性硬化性開放性結核

左右雨側全葉ソ領城二於ケル停止性硬化
性開放性結核

左右雨側全葉ノ領域二於ケル停止性肺炎
性開放性結核

空洞形成ヲ有スル左側上葉ノ領域二於ケ
ル停止性肺炎性開放性結核

右側全葉ノ領域二於ケ湖進行性肺炎性開
放性結核

左右爾側肺門部ノ領域二於ケル停止性硬
化性閉鎮性結核

空洞 形成 ヲ有 スル右側全葉 ノ領域 二於 ケ
ル進行 性肺炎 開放性結核

右側上葉及左側肺門部ノ領域二於ケル停
止性硬化性閉鎮性結核

左側全葉及右 側上葉 ノ領域 二於 ケノレ進行
性肺炎性開放 牲結核

空洞形成ヲ有ヌル左側全葉及右側上葉ノ
領城二於ケル停止性肺炎性開放性結核

左側上葉ノ領城二於ケル停止性硬化性閉
鎮性結核

療 痙

足關節炎

痔 痩

痔 痩

脊 椎 「カ リエ ス」

十二指腸轟病

腹膜炎
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鰯

一
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99
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皿6
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"

"
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一
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一

33
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71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

二

⊥
"

一

介
o

二

二

⊥

二

二

二

よ

⊥

二

二

二

二

二

里

互

竺

璽

%

53

一

28

【

33

一

31

一

31

一

33

41

一

鋤

一

22

一

25

一

25

19

27

一

22

一

24

25

}
36

一
認

23

20

一

23

一

23

11.1

10.3

16.9

14。9

9.0

8。7

13。4

7.1

7.2

7.6

10.0

14.9

11.6

7。6

9。4

13.1

11.1

9.6

8.1

6.7

10.0

13。2

14.8

10.7

9。6

5。9

7。7

空洞形成ヲ有スル左右雨側全葉ノ領域二
於ケル停止性肺炎性開放性結核

右側上葉及爾側肺門腺ノ領域二於ケル停
止性硬化性閉鎖性結核

左側全葉及右側上葉ノ領域二於ケル進行
性肺炎性開放性結核

左側全葉及右側肺門部ノ領域二於ケル進行
性肺炎性開放性結核

左側全葉及右側肺門部ノ領域二於ケル停
止性硬化性開放性結核

右側上葉及左側肺門部ノ領域二於ケル停
止性硬化性閉鎮性結核

右側上葉及左側肺門部ノ領域二於ケル停
止性肺炎性開放性結核

空洞形成ヲ有ス,レ左側上葉及右側肺門部
ノ領域二於ケル停止性肺炎性開放性結核

左側上葉及右側肺門部ノ領域二於ケル停
止性硬化性開放性結核

左右爾側上葉ノ領域二於ケル停止性硬化
性結開放性結核

空洞形成ヲ有スル左右爾側全葉ノ領域二
於ケル進行性肺炎性開放性結核

左右雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎
性開放性結核

右側上中葉及左側肺門部ノ領域二於ケル
進行性肺炎性開放性結核

右側全葉ノ領域二於クル停止性硬化性開
放性結核

空洞形成ヲ有スル左右雨側全葉ノ領域二
於ケル進行性肺炎性開放性結核

空洞形成ヲ有ス;レ左右雨側全葉ノ領域二
於ケル進行性肺炎性開放性結核

左右雨側上葉ノ領城二於ケル進行性肺炎
性開放性結核

左右雨側全葉ノ領域二於〃湖進行性肺炎
性開放性結核

左右雨側肺門部ノ領域二於ケル停止性硬化
性閉鎮性結核

右側上葉及左側肺門部ノ領城二於ケル停
止性硬化性開放性結核

右側上葉及左側肺門紹ノ領域二於ケル停
止性硬化性開放性結核

左右雨側全葉ノ領域二於クル停止性肺炎
性開放性結核

左右雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎
性開放性結核

右側上葉及左側肺門部ノ領域二於ケル停
止性硬牝性閉鎮性結核

右側全葉及左側肺門部ノ領域二於ケル俸
止性硬化性開放性結核

左側全葉及右側肺門部ノ領域二於ケル停止
性硬化性閉鎖性結核

右側上葉 ノ領域 二於 ケル停止性硬化性閉
鎮性結核

腹膜炎

腸結核

脚 氣

喉頭結核

脚 氣

脚 氣

腎臓 炎、腸結 核

痔 痩

痔 痩

腹膜炎
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早
一
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一

,糞

一

渉,

一

声,

一
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一

舎
一

二

二

二

二

よ

⊥

二

二
辛
一

}

46 9.1 盤 離 騰 離 ノ領域二於購
…

,, 99 19 8.4 右側上中葉及左側肺門部ノ領域二於ケル停
止性硬化性閉鎮性結核、空洞形成

襲■ 100 16 11.4 鍵 譲 齢 難 離 ノ領域二於ケ膚

,ひ 101 26

-

33

-

22

-

31

-

18

-

29

-

32
-

26
-

29

15.6 暴競鋸鰍 鶴媛騰 ノ領域二
,, 102 13.3 左側全葉及右側肺門部ノ領域二於ケル進

行性肺炎性開放性結核

》, 103 8.0 左右雨側上葉ノ領域二於ケル停止性肺炎
性閉鎮性結核

,, 104 12.4 左側全葉及右側肺門部ノ領域二於ケル停
止性肺炎性開放性結核

鰍

,, 105 13.0 空洞形成ヲ有スル左右雨側全葉ノ領域二
於ケル進行性肺炎性開放性結核 痔 痩

撃食 106 7.2 右側上葉及左側肺門部ノ領域二於ケル停止性
肺炎性開放性結核

,, 107 7.2
左側全葉及右側肺門部ノ領域二於ケル停
止性硬化性開放性結核

β, 108 9.4 右側全葉 ノ領域 二於 ケ,レ進行性肺炎性 開
放性結核

14加 109 13.8 空洞形成 ヲ有 ス,レ左右雨全葉 ノ領 域 二於
ケル進行性肺炎性開放性結核

,, 110 23

皿
28

-

47

-

22

16.0 空洞形成 ヲ有 スル左右雨側全葉 ノ領域 二
於 ケル進行性肺炎性開放 性結核

L

,,
111 8.4 左右雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎

」生塑 ⊆性結核

,, 112 9.0 空洞形成 ヲ有 スル左右雨側全葉 ノ領域 二
於 ケル進行性肺炎性開放 性結核

腸結核

,》
113 10.6 右側全葉及左側肺門部ノ領域二於ケル進行

性肺炎性開放性結核

,, 114 31 12.0
空洞形成 ヲ有 スル左右雨側全葉 ノ領域 二
於 ケル進行性肺炎性開放性結 核

o

,, 115 ,, 17
-

40

10.9
右側上葉及左側下葉ノ領域二於ヶル停止
性肺炎佐開放性結核

,, 116 ,, 11.5
空洞形成 ヲ有 スル左右雨側全葉 ノ領域 二
於 ケル進行性肺炎性開放 性結 核

3, 117 舎
一

,,

一

,ひ

一

髭,

43
-

21
-

30

7.8
左右 雨側全葉 ノ領域 二於 ケ,レ停止性硬牝
性 開放性結核

251皿 118 6.3

」■

左右雨側肺門部ノ領域二於ヶル停止性硬
牝性閉鎮性結核 腹膜炎

渉, 119 9.6 左右雨側全葉ノ領域二於ヶル停止性硬化
性開放性結核

271皿 120 50
-

40
-

28

17.6 空洞形成ヲ有スル左右雨側全葉ノ領域二
於ケル進行性肺炎性開放性結核

3》 121 蝕 7.1 右側全葉及左側上葉ノ領域二於ヶル停止
性肺炎性開放性結核

脚 氣

,, 122 ,, 13.8 左右雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎
性開放性結核 脚 氣
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